
決算整理事項の確認と決算書の作成の仕方
決算準備 

家事関連費の確認  

区分の方法：事業専用割合で区分  

                          店舗兼用住宅  

事業専用割合= 35m²/(55m²+35m²)≒38.89%  

面積や使用実績などに基づいて合理的に按分することがポイント 
 ストーリーがあることが重要！
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本日の重要ポイント

自宅部分(55m²) 店舗部分(35m²)



決算整理事項の確認と決算書の作成の仕方
決算準備 

家事関連費の確認  

区分の方法：事業専用割合で区分  

                          店舗兼用住宅  

事業専用割合= 35m²/(55m²+35m²)≒38.89%  

面積や使用実績などに基づいて合理的に按分することがポイント  
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本日の重要ポイント

自宅部分(55m²) 店舗部分(35m²)



決算整理事項の確認と決算書の作成の仕方
決算準備 

家事関連費の確認  

区分の方法：事業専用割合で区分  

                          店舗兼用住宅  

事業専用割合= 35m²/(55m²+35m²)≒38.89%  

面積や使用実績などに基づいて合理的に按分することがポイント  
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本日の重要ポイント

自宅部分(55m²) 店舗部分(35m²)



決算整理事項の確認と決算書の作成の仕方
決算準備  
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借方科目 金額 貸方科目 金額
普通預金 10 事業主借 10

事業外の収支の確認  
預貯金の利子は所得税法上の利子所得に該当  
事業用預貯金の利息が入金された時は、「事業主借」勘定を使用 

事業用普通預金の利息が10円入金された場合の仕訳  



決算整理事項の確認と決算書の作成の仕方
決算準備  
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借方科目 金額 貸方科目 金額
事業主貸 12,000 現金 12,000

事業外の収支の確認  
事業主の所得税 
事業主の所得税は経費にはならない

所得税120,000円を事業用の現金で支払った場合の仕訳

報酬110,000円(消費税込)を源泉所得税12,100円を天引きされて当日現金で
受取った場合の仕訳  

借方科目 金額 貸方科目 金額
現金 
事業主貸

97,900 
12,100

売上 110,000 
0



決算整理事項の確認と決算書の作成の仕方
決算準備  

46

事業外の収支の確認  
「事業主貸」勘定と「事業主借」勘定  

事業主貸 
経費にならない家事上の支出や商品の家事消費など 
事業主に対して支出した金額 
言い換えれば、「事業主(の家計)に貸した金額」 
  

事業主借 
事業用資金等を事業主から受け入れた場合や 
事業以外の収入金額に使用 
言い換えれば、「事業主(の家計)に借りた金額」  



決算整理事項の確認と決算書の作成の仕方
決算準備 

減価償却資産の確認  
  
建物や車のような金額の大きな資産は、通常1年で壊れて使えなく
なることは通常ない。 
長期間にわたって、事業に使用することになる。  
そこで、買った年だけではなくて、法律で決められた年数、 
法定「耐用年数」で按分して経費計上する制度が減価償却。  
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本日の重要ポイント



決算整理事項の確認と決算書の作成の仕方
決算準備 

減価償却資産の確認  
  
減価償却資産  
10万円以上の資産は原則として減価償却の対象  

例外 
1. 土地などの「経年による減価」がないようなもの 
2. 建設中の建物や、販売用の建物 
3. 10万円未満の少額資産と使用可能期間が1年未満のもの 
4. 「一括償却資産」  
5. 「少額減価償却資産」(青色申告のみ)
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本日の重要ポイント



決算整理事項の確認と決算書の作成の仕方
決算準備 
参考）減価償却資産の取り扱い  
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本日の重要ポイント

使用可能期間 取得原価 取り扱い 

1年未満 
10万円未満 取得原価をその年の経費(消耗品費など)にする。  

取得した年に業務の用に使用しなかった場合は、 
経費とせず、棚卸資産として資産計上。 

10万円以上 

1年以上 

10万円未満 
10万円以上 原則 減価償却の対象 

10万円以上  
20万円未満 

選択 一括償却資産として3年にわたり取得価額の
1/3 を各年の経費に計上可能。 
(年間合計金額上限無し)  
※償却資産固定資産税の申告対象外  

10万円以上  
30万円未満 

選択 少額減価償却資産の取得価額の必要経費算入
の特例の適用を受けることで、取得価額の全額を
その年の経費に算入可能。(青色申告のみ) 
※年間合計金額上限は300万円 

テキスト p.26



決算整理事項の確認と決算書の作成の仕方
定額法と定率法 

減価償却資産の確認 
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本日の重要ポイント

償却方法 計算方法
定額法 取得価格×定額法償却率×業務用に使った月数/12=償却費

定率法

期首未償却残高×定率法償却率×業務用に使った月数/12=償却費  
(調整前償却額①) 

  
取得価格×保証率=償却保証額(②)  
※①の月数按分する前(通年分)の金額が②の金額に満たない年以後は、次の通り 
その時点の期首未償却残高(改定取得価格という)に改定償却率をかけて毎年の 
償却費を計算します  

期首未償却残高(改定取得価格)×改定償却率=償却費

青色申告の決算の手引き pp.4-5



決算整理事項の確認と決算書の作成の仕方
定額法と定率法 
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102,400

128,000
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定額法 定率法

法定耐用年数10年 取得価格1,000,000円減価償却資産の確認 

本日の重要ポイント



決算整理事項の確認と決算書の作成の仕方
決算準備 

減価償却資産の確認 
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本日の重要ポイント

主な減価償却資産の耐用年数表 
減価償却資産の償却率表  

令和３年分  
青色申告決算書(一般用)の書き方
https://www.nta.go.jp/taxes/shiraberu/shinkoku/
tebiki/2021/pdf/037.pdf



決算整理事項の確認と決算書の作成の仕方
決算準備 

主な減価償却資産の耐用年数表
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本日の重要ポイント

令和３年分  
青色申告決算書(一般用)の書き方 
pp.7-8



決算整理事項の確認と決算書の作成の仕方
決算準備 

減価償却資産の償却率表
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本日の重要ポイント

令和３年分 青色申告決算書(一般用)の書き方 p.5



決算整理事項の確認と決算書の作成の仕方
決算準備 

減価償却資産の確認 
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本日の重要ポイント



決算整理事項の確認と決算書の作成の仕方
決算準備 

減価償却資産の確認 
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本日の重要ポイント



決算整理事項の確認と決算書の作成の仕方
決算準備 

減価償却資産の確認 
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本日の重要ポイント



決算整理事項の確認と決算書の作成の仕方
決算準備 

減価償却資産の確認 
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本日の重要ポイント



決算整理事項の確認と決算書の作成の仕方
決算準備  
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売上原価の計算（棚卸表の作成） 
棚卸とは?  
その年の経費になる売上原価を求めるための手続き 
  

売上原価=期首棚卸高+本年の仕入高-期末棚卸高  
期末の在庫を調べる手続きとも言える  

青色申告の決算の手引き p.1



決算整理事項の確認と決算書の作成の仕方
決算準備  
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売上原価の計算(棚卸表の作成)   
棚卸の評価方法  
届出をされていない場合は、 
法定評価方法の「最終仕入原価法」で評価します。  

年末の棚卸資産の数量(最終仕入原価法) ＝ 
年末に一番近い時期に仕入れた その棚卸資産の仕入れ単価 

× 年末のたな卸資産の数量  

青色申告の決算の手引き p.1



決算整理事項の確認と決算書の作成の仕方
決算準備  
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売上原価の計算(棚卸表の作成)   
実地棚卸を行う日   
原則：年末の12月31日 ※日にちは多少ずれても構わない 

日にちが前後した場合はその間の売り上げと仕入れ
から調整を行って年末の棚卸高を逆算すればよい 
合わせてその逆算した旨とその計算過程を記録して
おくことが重要  
また、実地棚卸に際して棚卸資産の数量などを記載
したメモなどの原子記録は棚卸表と一緒に保存して
おくことが重要

青色申告の決算の手引き p.1



決算整理事項の確認と決算書の作成の仕方
決算準備  
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売上原価の計算(棚卸表の作成)   
実地棚卸を行う日   
原則：年末の12月31日 ※日にちは多少ずれても構わない 

日にちが前後した場合はその間の売り上げと仕入れ
から調整を行って年末の棚卸高を逆算すればよい 
合わせてその逆算した旨とその計算過程を記録して
おくことが重要  
また、実地棚卸に際して棚卸資産の数量などを記載
したメモなどの原子記録は棚卸表と一緒に保存して
おくことが重要



決算整理事項の確認と決算書の作成の仕方
決算準備  
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売上原価の計算(棚卸表の作成)   
実地棚卸を行う日   
原則：年末の12月31日 ※日にちは多少ずれても構わない 

日にちが前後した場合はその間の売り上げと仕入れ
から調整を行って年末の棚卸高を逆算すればよい 
合わせてその逆算した旨とその計算過程を記録して
おくことが重要  
また、実地棚卸に際して棚卸資産の数量などを記載
したメモなどの原子記録は棚卸表と一緒に保存して
おくことが重要



決算整理事項の確認と決算書の作成の仕方
決算準備  

64

売上原価の計算(棚卸表の作成)   
実地棚卸を行う日   
原則：年末の12月31日 ※日にちは多少ずれても構わない 

日にちが前後した場合はその間の売り上げと仕入れ
から調整を行って年末の棚卸高を逆算すればよい 
合わせてその逆算した旨とその計算過程を記録して
おくことが重要  
また、実地棚卸に際して棚卸資産の数量などを記載
したメモなどの原子記録は棚卸表と一緒に保存して
おくことが重要



決算整理事項の確認と決算書の作成の仕方
決算準備  
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売上原価の計算(棚卸表の作成)   
実地棚卸を行う日   
原則：年末の12月31日 ※日にちは多少ずれても構わない 

日にちが前後した場合はその間の売り上げと仕入れ
から調整を行って年末の棚卸高を逆算すればよい 
合わせてその逆算した旨とその計算過程を記録して
おくことが重要  
また、実地棚卸に際して棚卸資産の数量などを記載
したメモなどの原子記録は棚卸表と一緒に保存して
おくことが重要



決算整理事項の確認と決算書の作成の仕方
決算準備  
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売上原価の計算(棚卸表の作成)   
実地棚卸を行う日   
原則：年末の12月31日 ※日にちは多少ずれても構わない 

日にちが前後した場合はその間の売り上げと仕入れ
から調整を行って年末の棚卸高を逆算すればよい 
合わせてその逆算した旨とその計算過程を記録して
おくことが重要  
また、実地棚卸に際して棚卸資産の数量などを記載
したメモなどの原子記録は棚卸表と一緒に保存して
おくことが重要



決算整理事項の確認と決算書の作成の仕方
決算準備  
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売上原価の計算(棚卸表の作成)   
実地棚卸を行う日   
原則：年末の12月31日 ※日にちは多少ずれても構わない 

日にちが前後した場合はその間の売り上げと仕入れ
から調整を行って年末の棚卸高を逆算すればよい 
合わせてその逆算した旨とその計算過程を記録して
おくことが重要  
また、実地棚卸に際して棚卸資産の数量などを記載
したメモなどの原子記録は棚卸表と一緒に保存して
おくことが重要



決算整理事項の確認と決算書の作成の仕方
決算準備 

自家消費の確認   
  
自家消費 
事業用の商品や製品等を 
事業とは関係ない家庭等で消費したり（家事用消費）、 
事業上の贈答品や広告宣伝に消費したり（事業用消費）すること  

家事用消費の例  
飲食店を経営されている方が、 
仕入れた材料を使ってご自身やご家族の賄いとして食べる場合 
  

小売店を営業されている方が、 
お店の商品を知人とか親戚にプレゼントするような場合
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本日の重要ポイント

テキスト p.20



決算整理事項の確認と決算書の作成の仕方
決算準備 

自家消費の確認   
仕入れた材料や商品、事業用で購入した消耗品でもそうだが、 
購入した段階で経費に計上されているので、 
自家消費については収入に計上することで清算を行う  

原 則：通常の販売価額で計上  
実務上：家事用消費は仕入金額をもって計上(条件あり)  

家事用消費は、仕入金額が販売価額の70%以下で仕入れている場合、
販売価額の70%で計上 
消費税の場合は、仕入金額以上で、かつ、通常の販売価額の50%以上
の金額で計上可能 
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本日の重要ポイント

青色申告の決算の手引き p.2

注、青色申告の決算の手引き p.2 では自家消費を「家事消費」と表記



決算整理事項の確認と決算書の作成の仕方
決算準備 

自家消費の確認   
例題 
600円で仕入れて1,000円で売る雑貨を、友人の子供さんに
プレゼントしたような場合  

原 則  ：(貸方) 事業主貸 1,000円 / 自家消費 1,000円 (借方)  
実務上：(貸方) 事業主貸 700円    / 自家消費 700円 (借方)  

原則なら仕入金額600円だが、 
このケースでは、仕入金額600円は、 
販売価額の70%の700円以下になるので、 
700円で計上することになる  
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本日の重要ポイント



決算整理事項の確認と決算書の作成の仕方
決算準備 

自家消費の確認   
例題 
600円で仕入れて1,000円で売る雑貨を、友人の子供さんに
プレゼントしたような場合  

原 則  ：(貸方) 事業主貸 1,000円 / 自家消費 1,000円 (借方)  
実務上：(貸方) 事業主貸 700円    / 自家消費 700円 (借方)  

原則なら仕入金額600円だが、 
このケースでは、仕入金額600円は、 
販売価額の70%の700円以下になるので、 
700円で計上することになる  
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本日の重要ポイント



決算整理事項の確認と決算書の作成の仕方
決算準備 

自家消費の確認   
例題 
600円で仕入れて1,000円で売る雑貨を、友人の子供さんに
プレゼントしたような場合  

原 則  ：(貸方) 事業主貸 1,000円 / 自家消費 1,000円 (借方)  
実務上：(貸方) 事業主貸 700円    / 自家消費 700円 (借方)  

原則なら仕入金額600円だが、 
このケースでは、仕入金額600円は、 
販売価額の70%の700円以下になるので、 
700円で計上することになる  
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本日の重要ポイント



決算整理事項の確認と決算書の作成の仕方
決算準備 

自家消費の確認   
例題 
600円で仕入れて1,000円で売る雑貨を、友人の子供さんに
プレゼントしたような場合  

原 則  ：(貸方) 事業主貸 1,000円 / 自家消費 1,000円 (借方)  
実務上：(貸方) 事業主貸 700円    / 自家消費 700円 (借方)  

原則なら仕入金額600円だが、 
このケースでは、仕入金額600円は、 
販売価額の70%の700円以下になるので、 
700円で計上することになる  
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本日の重要ポイント



決算整理事項の確認と決算書の作成の仕方
決算準備 

自家消費の確認   
例題 
600円で仕入れて1,000円で売る雑貨を、友人の子供さんに
プレゼントしたような場合  

原 則  ：(貸方) 事業主貸 1,000円 / 自家消費 1,000円 (借方)  
実務上：(貸方) 事業主貸 700円    / 自家消費 700円 (借方)  

原則なら仕入金額600円だが、 
このケースでは、仕入金額600円は、 
販売価額の70%の700円以下になるので、 
700円で計上することになる  
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本日の重要ポイント



決算整理事項の確認と決算書の作成の仕方
決算の流れ  
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手書きの帳簿 会計ソフト

決算整理事項の確認

決算整理仕訳の 
仕訳帳(振替伝票)の記入

決算整理仕訳の 
総勘定元帳への転記

青色申告決算書の作成

帳簿の年次締切 
翌年への繰り越し

決算整理事項の確認

決算整理仕訳の入力

青色申告決算書の作成

翌年への繰り越し

テキスト p.12



決算整理事項の確認と決算書の作成の仕方
決算整理仕訳の仕訳帳(振替伝票)の記入   

76

決算整理事項は、 
すべて12月31日付で仕訳帳(または振替伝票)に記入する  
この仕訳を決算整理仕訳という 

例) 未払費用の計上
日付 借方科目 金額 貸方科目 金額
12/31 地代家賃 50,000 未払金 50,000

例) 一括償却資産の償却費 
日付 借方科目 金額 貸方科目 金額
12/31 減価償却費 50,000 一括償却資産 50,000
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手書きの帳簿 会計ソフト

決算整理事項の確認

決算整理仕訳の 
仕訳帳(振替伝票)の記入

決算整理仕訳の 
総勘定元帳への転記

青色申告決算書の作成

帳簿の年次締切 
翌年への繰り越し

決算整理事項の確認

決算整理仕訳の入力

青色申告決算書の作成

翌年への繰り越し

テキスト p.12
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決算整理仕訳をすべて総勘定元帳に転記後、 
決算整理後合計残高試算表を作成  
この残高が、損益計算書と貸借対照表に計上する金額 
ここまでの決算の流れを一覧にした集計表を精算表という 
精算表の作成は任意であるが、決算の全体像を知るためには、
とても便利  
  

テキスト p.36
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テキスト p.36

勘定科目
決算整理前 
合計残高資産表 決算整理 決算整理後 

合計残高資産表 損益計算書 貸借対照表
借方 貸方 借方 貸方 借方 貸方 借方 貸方 借方 貸方

現金 3,000
普通預金 3,000
車両運搬具 1,000
事業主貸 1,000
事業主借 1,000
元入金 3,000
売上 7,000

自家消費 1,000
雑収入 1,000
仕入 1,000

租税公課 500
水道光熱費 500
通信費 500

接待交際費 500
損害保険料 500
消耗品費 500
減価償却費
雑費 500

専従者給与 500
(当期利益)
合計 13,000 13,000
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テキスト p.36

勘定科目
決算整理前 
合計残高資産表 決算整理 決算整理後 

合計残高資産表 損益計算書 貸借対照表
借方 貸方 借方 貸方 借方 貸方 借方 貸方 借方 貸方

現金 3,000
普通預金 3,000
車両運搬具 1,000 100
事業主貸 1,000
事業主借 1,000
元入金 3,000
売上 7,000

自家消費 1,000
雑収入 1,000
仕入 1,000

租税公課 500
水道光熱費 500
通信費 500

接待交際費 500
損害保険料 500
消耗品費 500
減価償却費 100
雑費 500

専従者給与 500
(当期利益)
合計 13,000 13,000 100 100


